


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 3２ 2５ ５ 1４ 1６ 4５ 1０
あった，と見られる。
問題は，その指導の中身がどの程度の深度ないし強度
をもっていたかだが，その検討には，訓示とも併せて，
指示ないし注意事項の内容を見ていかねばなるまい。ま
た，政府の府県に対する指導とも照合し，県がそれらを
どの程度斜酌していたかを把握しておく必要があり，そ
れには地方長官会議での閣僚訓示を検討しなければなら
こうした作業を進めるためには各年次ごとに史料を分
析する必要があるが，これは後曰を期し，ここでは如上
の概観にとどめておきたい。
(1) 拙稿「近代概説」（橋本澄夫･東四柳史明･高澤裕一･奥田晴
樹･橋本哲哉編『ふるさと石川歴史館』北國新聞社，2002年６月）
339頁を参照。
ない。
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